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今
回
の
学
長
選
挙
に
か
ん
す
る

岡
山
大
学
職
員
組
合
執
行
委
員
会
の
見
解

２
０
０
５
年
３
月
、
岡
山
大
学
は
法
人
化
後
初
め
て
の
学
長
選
挙
を
行
っ
た
。
こ
の
選
考
過
程

に
つ
い
て
は
従
前
に
議
論
さ
れ
規
則
等
も
制
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
岡
山
大
学
の

教
職
員
に
と
っ
て
納
得
が
い
か
な
か
っ
た
り
、
分
か
り
に
く
か
っ
た
部
分
も
多
々
見
受
け
ら
れ

た
。こ
の
際
、
執
行
委
員
会
と
し
て
、
今
回
の
学
長
選
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
問
題
点
の
摘
出
に

努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
以
下
は
、
執
行
委
員
会
に
よ
る
経
緯
の
ま
と
め
、

問
題
点
の
指
摘
、
提
言
で
あ
る
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

経
緯
（
１
）
２
０
０
３
年

月
１
日
施
行

10

さ
れ
た
国
立
大
学
法
人
法
に
よ
れ

ば
、
学
長
の
任
命
は
、
学
長
選
考
会

議
の
選
考
に
基
づ
き
文
科
大
臣
が
行

う
も
の
と
さ
れ
た
。
学
長
選
考
会
議

の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第

条

１

学
長
の
任
命
は
、

12国
立
大
学
法
人
の
申
出
に
基
づ

、

。

い
て

文
部
科
学
大
臣
が
行
う

２

前
項
の
申
出
は
、
第
一
号
に

掲
げ
る
委
員
及
び
第
二
号
に
掲

げ
る
委
員
各
同
数
を
も
っ
て
構

成
す
る
会
議
（
以
下
「
学
長
選

考
会
議
」
と
い
う

）
の
選
考

。

に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

第
二
十
条
第
二
項
第
三
号

に
掲
げ
る
者
の
中
か
ら
同
条
第

一
項
に
規
定
す
る
経
営
協
議
会

に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
者

二

第
二
十
一
条
第
二
項
第
三

号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の

中
か
ら
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
教
育
研
究
評
議
会
に
お
い
て

選
出
さ
れ
た
者

３

前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ

か
、
学
長
選
考
会
議
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
学
長
又
は
理

事
を
学
長
選
考
会
議
の
委
員
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
そ
の
数
は
、
学
長
選
考
会

議
の
委
員
の
総
数
の
三
分
の
一

を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

（
２
）
大
学
法
人
法
制
定
を
受
け
、

国
立
大
学
法
人
岡
山
大
学
学
長
選
考

会
議
規
則
（
２
０
０
４
年
４
月
１
日

岡
大
規
則
第
７

号
（
改
正
２
０
０

４
年

月

日
規
則
第

号

）
第

）

11

15

35

２
条
は
、
経
営
協
議
会
か
ら
選
出
さ

れ
た
５
名
お
よ
び
教
育
研
究
評
議
会

か
ら
選
出
さ
れ
た
５
名
に
加
え
、
学

長
又
は
理
事
を
学
長
選
考
会
議
の
委

員
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定

し
、
今
回
は
、
学
長
と
副
学
長
２
名

が
加
わ
り
、

名
で
学
長
選
考
会
議

13

を
構
成
し
た
。

（
３
）
学
長
候
補
者
は
選
考
会
議
委

員
か
ら
の
推
薦
（
但
し
自
薦
は
不

可

、
ま
た
は
学
内
者

名
以
上
の

）

15

推
薦
に
よ
る
と
さ
れ
た
。

（
４
）
選
考
会
議
の
委
員
が
候
補
者

と
し
て
推
薦
さ
れ
た
場
合
、
当
該
委

員
は
選
考
会
議
メ
ン
バ
ー
か
ら
外
れ

る
の
で
は
な
く
、
出
席
し
な
い
と
い

う
措
置
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
（
５
）
意
向
投
票
の
前
に
は
、
６
人

の
被
推
薦
者
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
学
長
選
考
会
議
で
３
名
に

。

、

絞
ら
れ
た

誰
が
立
候
補
し
た
の
か

ど
う
い
う
経
緯
で
３
人
に
絞
ら
れ
た

の
か
、
な
ぜ
３
名
な
の
か
に
つ
い
て

説
明
が
な
か
っ
た
。

な
お

「
国
立
大
学
法
人
岡
山
大

、

学
長
適
任
者
選
考
に
お
け
る
学
内
の

意
向
聴
取
に
関
す
る
要
項

（
２
０

」

０
４
年

月

日
学
長
選
考
会
議
決

11

15

定
）
第
２
条
は

「
学
長
選
考
会
議

、

は
、
選
考
規
則
第
８
条
の
調
査
結
果

に
基
づ
い
て
慎
重
に
審
議
を
行
い
、

学
長
候
補
者
の
う
ち
か
ら
５
人
以
内

を
学
長
候
補
適
任
者
に
決
定
す
る
」

と
規
定
す
る
。

（
６
）
岡
山
大
学
長
適
任
者
選
考
に

お
け
る
学
内
の
意
向
聴
取
に
関
す
る

要
項
（
２
０
０
４
年

月

日
学
長

11

15

学長選挙を振り返る
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（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

選
考
会
議
決
定
）
第
５
条
に
よ
り
、

岡
山
大
学
学
長
適
任
者
選
考
規
則

（
２
０
０
４
年

月

日
岡
大
規
則

11

15

第

号
）
第
７
条
三
、
四
の
規
定
す

36、「

、

る

一
般
職
員
の
う
ち
事
務
局
長

部
長
、
課
長
、
室
長
又
は
事
務
長
の

職
に
あ
る
者

、
お
よ
び
「
医
療
職

」

、

、

員
の
う
ち
看
護
部
長

副
看
護
部
長

医
療
技
術
部
長
、
診
療
放
射
線
技
師

長
、
副
診
療
放
射
線
技
師
長
、
臨
床

、

、

検
査
技
師
長

副
臨
床
検
査
技
師
長

薬
剤
部
長
又
は
副
薬
剤
部
長
の
職
に

あ
る
者
」
が
新
た
に
有
権
者
に
加
え

ら
れ
た
。

（
７
）
今
回
、
意
向
投
票
を
行
う
か

ど
う
か
は
学
長
選
考
会
議
の
決
定
事

項
で
あ
る
と
の
学
長
の
説
明
が
あ
っ

た
。
（
８
）
意
向
投
票
の
結
果
を
、
学
長

選
考
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
か

も
学
長
選
考
会
議
の
決
定
事
項
で
あ

る
と
さ
れ
た
。
決
選
投
票
は
行
わ
れ

な
か
っ
た
。

（
９
）
従
来
行
わ
れ
て
い
た
立
会
演

説
会
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

（

）
岡
山
大
学
職
員
組
合
が
立
会

11
演
説
会
を
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
に
対

し
、
学
長
よ
り
望
ま
し
く
な
い
と
の

要
請
が
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
立
会

演
説
会
の
名
称
の
変
更
を
求
め
ら
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
、
岡
山
大
学
職
員

組
合
は
、
学
長
候
補
者
３
名
の
出
席

を
得
て

「
学
長
候
補
者
と
の
懇
談

、

会
」
を
開
催
し
た
。

（

）
意
向
投
票
の
結
果
は
、
１
位

12
３
７
９
票
、
２
位
２
９
４
票
、
３
位

１
３
５
票
で
あ
り
、
こ
の
結
果
は
公

表
さ
れ
た
。

（

）
こ
の
う
ち
第
２
位
者
が
学
長

13
に
決
ま
っ
た
。

（

）
こ
れ
を
決
定
し
た
選
考
委
員

14

、

。

会
の
経
緯
は

公
表
さ
れ
て
い
な
い

選
考
理
由
と
し
て
は

「
千
葉
喬

、

三
氏
は
、
人
格
が
高
潔
で
、
学
識
が

優
れ
、
教
育
研
究
に
関
し
識
見
を
有

し
て
お
り
、
大
学
の
法
人
化
に
あ
た

っ
て
は
、
副
学
長
と
し
て
、
ま
た
法

人
化
後
は
、
理
事
と
し
て
岡
山
大
学

の
管
理
運
営
に
責
任
あ
る
立
場
で
参

画
し
て
い
る
。
学
長
選
考
会
議
は
、

同
人
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
責
任
を
持
っ
て
適
確
に
国
立
大

学
法
人
岡
山
大
学
を
運
営
し
う
る
手

腕
を
持
つ
最
適
者
と
認
め
る

」
と

。

さ
れ
た
。

（

）
但
し
、
学
外
メ
デ
ィ
ア
に

15

は
選
考
の
経
緯
が
公
表
さ
れ
た
。
朝

日
新
聞
に
よ
れ
ば

「
選
考
会
議
議

、

長
の
塩
飽
得
郎
・
中
国
銀
行
監
査
役

は
会
見
で
「
圧
倒
的
な
得
票
の
候
補

は
お
ら
ず
、
３
人
と
も
甲
乙
は
つ
け

が
た
か
っ
た
が
、
大
学
の
変
革
期
に

千
葉
氏
が
ふ
さ
わ
し
い
」
と
強
調
し

た
。
…
一
六
日
の
会
議
で
は
、
赤
木

氏
と
千
葉
副
学
長
の
二
人
に
絞
っ
て

審
議
を
進
め
、
最
終
的
に
は
十
一
人

の
委
員
で
投
票
し
、
八
人
が
千
葉
氏

に
投
票
。
副
学
長
と
し
て
岡
山
大
学

の
法
人
化
に
携
わ
っ
た
千
葉
副
学
長

の
実
績
が
委
員
ら
の
高
い
評
価
を
受

け
た
と
い
う

と
報
じ
ら
れ
た

２

。」

（

０
０
５
年
３
月
１
７
日
朝
日
新
聞
岡

山
版

。）

各
論
点
に
対
す
る
評
価

（
１
）
に
つ
い
て
。
法
律
は
、
学
長

を
学
長
選
考
会
議
が
選
考
す
る
と
規

定
し
た
が
、
学
内
意
向
投
票
を
行
う

こ
と
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
意
向
投
票
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
る
か
は
各
大
学
の
自
主
性
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
立
場
か
ら
、

意
向
投
票
の
意
義
付
け
が
行
わ
れ
る

。

、

べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

な
お

多
く
の
大
学
で
は
従
来
通
り
意
向
投

票
に
よ
る
選
考
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
２
）
に
つ
い
て
。
法
律
で
学
長
選

考
会
議
に
、
経
営
協
議
会
選
出
の
委

員
が
半
数
入
る
こ
と
と
さ
れ
た
の

は
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
が

「
社
会

、

か
ら
隔
離
さ
れ
た
存
在
と
な
り
が
ち

な
面
が
あ
っ
た
」
こ
と

「
部
局
の

、

利
害
が
優
先
さ
れ
、
と
も
す
れ
ば
大

学
全
体
と
し
て
の
大
胆
な
改
革
や
速

や
か
な
意
思
決
定
」
が
で
き
な
か
っ

た
（
遠
山
文
科
大
臣
（
当
時

）
こ

）

と
へ
の
反
省
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
経
営
協
議
会
選
出
委
員
が

こ
の
よ
う
な
権
威
を
も
っ
て
い
る
と

は
思
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
誰
が
、
な
ぜ
選
考
委
員
な

の
か
学
内
で
了
解
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

現
学
長
が
選
考
に
加
わ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
一
般
論
と
し
て
は
賛
否
両

論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
今

回
は
、
経
営
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は

現
学
長
に
よ
る
推
薦
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
こ
に
学
長
が
入
る
こ
と

で
、
経
営
協
議
会
選
出
の
委
員
は
、

現
学
長
の
意
向
に
そ
っ
て
投
票
す
る

の
で
は
な
い
か
、
有
効
な
チ
ェ
ッ
ク

機
構
に
な
り
え
る
の
か
と
の
疑
念
を

生
じ
さ
せ
た
。

（
５
）
に
つ
い
て
。
５
人
以
内
に
絞

る
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
３
人

な
の
か
、
い
か
な
る
基
準
で
絞
っ
た

の
か
に
つ
い
て
説
明
が
な
か
っ
た
。

絞
る
際
の
ル
ー
ル
は
確
立
し
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
不
明
の
ま
ま
で
あ

る
。
ひ
と
言
で
言
え
ば
、
説
明
責
任

が
果
た
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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（
前
ペ
ー
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か
ら
）

（
６
）
こ
れ
に
よ
り
有
権
者
が
59

名
増
え
た
。
こ
れ
は
幹
部
職
員
が
大

学
意
思
の
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ

と
は
組
合
と
し
て
評
価
で
き
る
。

（
７

（
８
）
今
回
、
意
向
投
票

）

を
行
う
か
ど
う
か
は
学
長
選
考
会
議

の
専
決
事
項
で
あ
る
と
の
理
由
で
、

意
向
投
票
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
、

最
後
ま
で
確
約
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
（
１
）
の
問
題
と
も
関
連
す
る

が
、
意
向
投
票
に
つ
い
て
の
確
た
る

位
置
づ
け
の
不
存
在
を
示
し
て
い

る
。岡
山
大
学
職
員
組
合
は
、
選
考
会

議
が
候
補
者
を
絞
っ
た
以
上
、
そ
こ

か
ら
先
の
決
定
は
意
向
投
票
に
委
ね

る
べ
き
で
あ
り
、
決
選
投
票
を
行
う

べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
学
長
選
考

会
議
が
そ
れ
だ
け
の
権
威
を
確
立
し

て
い
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
か
ら
で

も
あ
る
。

大
学
当
局
と
し
て
は
、
意
向
投
票

を
行
う
か
ど
う
か
を
候
補
者
を
見
て

か
ら
決
め
る
の
で
は
な
く
、
事
前
に

ル
ー
ル
化
し
、
そ
の
位
置
づ
け
を
明

確
に
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
岡
山
大
学

職
員
組
合
と
し
て
は
、
意
向
投
票
を

行
う
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
考

え
る
。

ま
た

「
社
長
を
従
業
員
が
決
め
る

、

会
社
は
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
選
考、

会
議
の
一
部
で
あ
っ
た
や
に
聞
く
が

選
考
会
議
メ
ン
バ
ー
が
大
学
と
い
う

も
の
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
疑
念
が
残
っ
た
。

（
９
）
学
長
選
考
は
、
学
長
選
考
会
、

議
の
専
決
事
項
で
あ
る
と
の
理
由
で

立
会
演
説
会
が
も
た
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
意
向
投
票
を
行
う
以
上
、
そ

の
人
柄
、
見
識
を
知
る
こ
と
は
、
有

権
者
と
し
て
の
当
然
の
義
務
で
あ
り

権
利
で
あ
る
。

ま
た

「
国
立
大
学
法
人
岡
山
大

、

学
長
適
任
者
選
考
に
お
け
る
学
内
の

意
向
聴
取
に
関
す
る
要
項

（
２
０

」

０
４
年

月

日
学
長
選
考
会
議
決

11

15

定
）
第
７
条
は

「

学
長
選
考
会
議

、

は
、
学
内
者
が
第
６
の
公
示
及
び
公

開
事
項
の
ほ
か
、
学
長
候
補
適
格
者

の
所
信
等
を
知
る
機
会
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

」
と
規

。

定
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
学
長
選
考
会
議
も
、

意
向
投
票
に
お
い
て
候
補
者
の
所
信

等
を
知
る
機
会
を
設
け
る
必
要
性
を

表
明
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
立
会
演
説
会
が
開
か

れ
な
か
っ
た
の
は
、
自
ら
決
め
た
も

の
を
守
れ
な
い
と
い
う
点
で
、
選
考

会
議
の
権
威
に
傷
を
残
し
た
。

（

）
岡
山
大
学
職
員
組
合
は
、
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候
補
者
が
一
堂
に
会
し
所
信
を
表
明

す
る
こ
と
、
質
疑
を
行
う
こ
と
は
、

意
向
投
票
を
実
質
化
し
意
味
あ
る
も

の
と
す
る
と
と
も
に
、
大
学
の
問
題

点
を
共
有
し
深
め
る
た
め
に
も
有
意

義
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
に
学
長

候
補
者
と
の
懇
談
会
を
行
っ
た
。
立

会
演
説
会
か
ら
名
称
を
変
更
し
た
こ

と
は
、
学
長
と
の
信
頼
関
係
を
尊
重

し
た
結
果
で
あ
る
。

実
際
に
行
っ
て
み
て
、
各
候
補
者

の
人
柄
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
、
会
場

や
候
補
者
間
で
熱
い
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
こ
と
、
そ
れ
は
部
局
の
利
害
を

超
え
、
岡
山
大
学
の
行
く
末
を
展
望

し
て
の
議
論
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、

極
め
て
有
意
義
で
あ
っ
た
と
の
印
象

を
も
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
立
会
演
説
会
は
質
問

が
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
て

も
、
今
後
、
学
長
候
補
者
と
の
懇
談

会
を
組
合
が
主
催
し
て
い
く
こ
と

が
、
有
力
な
選
択
肢
と
し
て
浮
上
し

た
と
思
わ
れ
る
。

（

（

）
意
向
投
票
の
結
果

）
11

12

が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
、

全
く
説
明
が
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
の

後
の
説
明
も
な
か
っ
た
。

（

）
の
説
明
は
、
後
付
の
議
論

13

で
あ
り
、
選
考
に
と
っ
て
意
味
が
あ

る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（

）
実
質
的
な
選
考
過
程
は
、

14

学
外
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
、
選
考
会

議
議
長
か
ら
公
表
さ
れ
た
。
そ
こ
で

表
明
さ
れ
た
ル
ー
ル
は

「

過
半
数

、
（

を
超
え
る
も
の
が
な
か
っ
た
時
は
）

上
位
２
位
の
な
か
か
ら
、
選
考
会
議

が
決
選
投
票
で
決
定
す
る
」
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
し

か
し
こ
れ
が
学
内
に
対
し
て
で
は
な

く
学
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
の
み
発
表
さ

れ
た
こ
と
は
学
内
を
軽
視
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
ル
ー
ル
が

本
当
に
学
内
ル
ー
ル
と
し
て
確
認
さ

れ
た
か
も
不
明
の
ま
ま
と
な
っ
た
。

さ
ら
に

（

）
内
の
条
件
が
あ
る

、

か
否
か
も
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

若
干
の
提
言

今
回
、
初
め
て
の
取
組
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
学
長
選
考
の
理
念
、
ル

ー
ル
が
便
宜
的
で
あ
っ
た
と
の
印
象

が
残
っ
た
。
ま
た
各
段
階
で
の
決
定

に
つ
い
て
、
説
明
不
足
と
の
感
を
否

め
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
今
回
の
実

践
を
踏
ま
え
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は

直
し
、
今
後
の
制
度
を
整
備
す
べ
き

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
際
、
我
々
は
、
学
長
候
補
者

と
の
懇
談
会
に
お
け
る
熱
い
議
論
を

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で

は
大
学
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
が

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

提
起
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
候
補
者

が
真
摯
に
答
え
、
議
論
が
深
め
ら
れ

た
。
そ
こ
に
は
大
学
の
将
来
に
関
心

を
持
ち
考
え
よ
う
と
す
る
１
０
０
人

あ
ま
り
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
た
。

彼
ら
こ
そ
（
も
ち
ろ
ん
種
々
の
事

情
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
も
含

め

、
大
学
を
こ
れ
か
ら
支
え
て
い

）
く
人
々
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
が
意
見
を

表
明
し
、
彼
ら
と
対
話
す
る
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
岡
山
大
学
を
支
え
る
も

の
と
な
る
こ
と
が
確
信
で
き
た
。

一
般
に
選
挙
戦
が
真
摯
に
戦
わ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
が
認
識
さ

れ
、
議
論
が
深
め
ら
れ
、
政
策
が
練

り
上
げ
ら
れ
て
い
く
と
言
わ
れ
る

が
、
今
回
の
意
向
投
票
に
お
い
て
も

そ
の
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
我
々
は
こ
こ
か
ら
出
発
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
意
向
投
票
を
行

わ
な
い
こ
と
は
愚
行
で
あ
る
。
大
学

を
支
え
よ
う
と
す
る
人
々
の
意
欲
を

無
視
す
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
で
あ

る
。
候
補
者
の
人
柄
を
一
般
教
職
員

は
知
ら
な
い
と
選
考
会
議
が
考
え
る

な
ら
ば
、
そ
れ
を
知
る
機
会
を
作
る

べ
き
で
あ
る
。

、

む
し
ろ
問
題
と
し
て
残
っ
た
の
は

社
会
の
声
を
聞
く
べ
し
と
の
趣
旨
が

学
長
選
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
た
か

。

、

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

今
回

社
会
の
意
思
は
表
明
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
我
々
は
そ
れ
を
聞
く
の
に

や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。
し
か
し
少
な

く
と
も
、
我
々
に
は
そ
の
声
は
届
い

て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、
選
考
会
議
で
議
論

さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
で
あ
れ

ば
、
そ
の
声
が
学
内
に
共
有
さ
れ
る

仕
組
み
が
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

で
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
経
営
協
議

会
メ
ン
バ
ー
が
何
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
、

に
大
学
運
営
に
参
加
し
て
い
る
の
か

改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
選
考
会
議
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

言
う
な
ら
ば
、
意
向
投
票
が
、
公
正

に
民
主
的
に
そ
し
て
社
会
的
観
点
も

含
め
て
全
学
的
観
点
か
ら
行
わ
れ
る

こ
と
を
保
障
す
る
機
関
と
位
置
づ
け

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
の
準
備
と

最
終
的
判
断
を
担
う
機
関
と
考
え
る

の
で
あ
る
。

そ
の
場
合
で
も
、
三
つ
の
や
り
方

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
は
、
従

来
通
り
決
選
投
票
を
行
い
、
余
程
の

こ
と
が
な
い
限
り
そ
の
結
果
を
尊
重

す
る
。
第
二
は
、
今
回
通
り
１
回
投

票
と
し
、
余
程
の
こ
と
が
な
い
限
り

第
１
位
者
に
決
定
す
る
。
第
三
は
、

今
回
の
事
例
を
参
考
に
、
過
半
数
を

占
め
る
者
が
な
い
時
、
上
位
２
者
か

ら
選
考
会
議
の
投
票
に
よ
っ
て
決
定

す
る
方
法
で
あ
る
。

我
々
は
、
第
１
の
方
法
を
要
求
す

る
。
学
内
の
意
向
は
尊
重
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
し
、
学
内
で
過
半
数
を
得

て
こ
そ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で

き
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
選

考
会
議
は
、
ふ
さ
わ
し
い
学
長
候
補

者
を
推
薦
す
る
こ
と
や
（
５
）
段
階

の
議
論
で
、
役
割
を
果
た
し
う
る
と

思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
を
取
る
に
せ
よ
、
次
の
５

点
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
以
下
に
提
言
す
る
。

１
．
意
向
投
票
を
行
う
こ
と
を
明

記
す
る
と
共
に
、
そ
の
位
置
づ
け
を

明
ら
か
に
し
ル
ー
ル
化
を
図
る
。

２
．
立
会
演
説
会
を
開
催
し
、
質

疑
を
行
う
こ
と
を
保
障
す
る
。
組
合

等
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
を
奨
励
す

る
。３
．
選
考
会
議
は
各
段
階
の
選
考

結
果
等
に
つ
い
て
、
説
明
責
任
を
負

う
こ
と
を
明
記
す
る
。

４
．
選
考
会
議
各
委
員
の
選
出
理

由
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
彼

ら
が
全
学
的
観
点
に
お
い
て
責
任
を

負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。５
．
学
長
の
リ
コ
ー
ル
制
に
つ
い

て
制
度
設
計
を
す
る
。
す
な
わ
ち
ど

の
よ
う
な
手
続
き
で
選
考
会
議
が
解

任
の
手
続
き
に
入
る
（
国
立
大
学
法

人
法

条
４
項
参
照
）
の
か
明
ら
か

17

に
す
る
と
と
も
に
、
一
般
教
職
員
も

一
定
の
条
件
の
下
で
リ
コ
ー
ル
の
発

議
を
行
い
う
る
制
度
と
す
る
。
以
上

2005年度
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